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二
一
　
本
稿
は
、「〈
資
料
翻
刻
〉
小
野
勝
年
遺
稿
宸
翰
雑
集
訳
註
（
一
）」（『
安
田
女
子
大
学
紀
要
』
第
三
十
九
号
）
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
同
資
料
は
未
定
稿
で
あ
る
た
め
、
原
著
者
の
推
敲
中
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
未
調
整
部
分
が
あ
る
場
合
は
、
最
小
限
の
修
正
を
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
訓
読
法
の
漢
字
表
記
に
不
統
一
が
あ
る
が
、
原
文
の
ま
ま
に
し
て
お
く
。
漢
字
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
よ
り
表
記
し
た
。
な
お
、
訳
註
の
内
容
に
関
連
す
る
文
字
に
つ
い
て
は
、『
雑
集
』
原
本
の
異
体
字
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
。
盂
欄
何
所
レ
為
、
目
連
特
報
レ
恩
。
異
鳥
皆
同
レ
勢
、
衆
花
並
共
レ
根
。
山
形
無
二
曲
直
一
、
樹
木
異
二
寒
温
一
。
魚
蟻
時
行
住
、
竜
虵
或
踞
蹲
。
寄
レ
語
慈
悲
子
、
当
レ
修
二
此
法
門
一
。
慧
日
空
名
レ
慧
、
慈
悲
詎
見
レ
慈
。
芥
城
無
二
歳
月
一
、
生
路
有
二
年
時
一
。
幾
人
能
黠
慧
、
何
者
不
二
愚
癡
一
。
別
置
二
須
弥
石
一
、
懸
以
二
藕
中
糸
一
。
　 
盂
欄 
①
は
何
に
よ
り
て
か
な
す
と
こ
ろ
ぞ
。
目
連
②
が
と
く
に
恩
に
報
ぜ
ん
が
う
ら
ん
た
め
な
り
。
異
鳥
③
は
皆 
勢 
を
同
じ
く
し
、
衆
花
な
ら
び
に
根
を
共
に
す
。
山
い
き
お
い
形
に
は
曲
直
な
く
、
樹
木
は
寒
温
を
異
に
す
。
魚
蟻
は
時
に
行
き
住
ま
り
、
竜
虵
あ
る
い
は
踞
蹲
④
す
。
語
を
寄
す
、
慈
悲
子
⑤
よ
、
ま
さ
に
こ
の
法
門
⑥
を
修
き
よ
そ
ん
む
べ
し
。
　
①
盂
欄
。
梵
語U
llam
bang.
 
   
     
　
烏
藍
婆
拏
ま
た
盂
蘭
盆
。
漢
訳
し
て
倒
懸
。
死
者
が
地
獄
で
倒
懸
の
苦
を
受
け
て
い
る
の
を
救
わ
ん
が
た
め
、
七
月
十
五
日
（
安
居
の
終
っ
た
日
）
に
行
な
っ
た
法
会
。
　
②
目
連
。M
aha-m
audgalyayana
 
    
      
     
（
摩
訶
目
揵
連
）。
仏
十
大
弟
子
の
一
人
。
神
通
第
一
と
称
せ
ら
れ
た
人
。「
盂
蘭
盆
経
」
に
、
目
連
が
死
ん
だ
父
母
を
得
度
し
て
、
育
成
の
恩
に
酬
ん
と
し
た
と
こ
ろ
、
母
は
地
獄
に
落
ち
、
餓
鬼
中
に
あ
っ
て
、
飲
食
物
な
く
、
痩
せ
て
骨
ば
か
り
で
あ
っ
た
の
で
、
仏
に
請
い
、
七
月
十
五
日
、
自
恣
の
と
き
、
百
味
の
飲
食
物
を
仏
お
よ
び
僧
侶
に
供
養
す
る
法
会
を
行
う
べ
き
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
に
も
と
ず
い
て
先
亡
の
滅
罪
に
資
す
け
た
と
説
か
れ
て
い
る
。
盂
蘭
盆
会
の
挙
行
は
中
国
で
は
梁
の
武
帝
の
大
同
四
年
（
五
三
八
）、
わ
が
国
で
は
推
古
十
四
年
（
六
〇
六
）
が
は
じ
め
と
い
う
。
　
③
異
鳥
以
下
竜
蛇
踞
蹲
ま
で
。
地
獄
の
有
様
の
形
容
。
　
④
踞
蹲
。
蹲
踞
と
い
う
に
同
じ
。
う
ず
く
ま
る
こ
と
。
虵
。
蛇
の
俗
字
。
　
⑤
慈
悲
子
。
慈
悲
を
求
め
ん
と
願
う
仏
弟
子
た
ち
。
　
⑥
法
門
。
梵
語D
ham
a-pary
 
   
  
     ya  
　
の
訳
。
仏
法
の
教
理
の
こ
と
。
法
は
仏
教
の
真
理
で
あ
り
、
教
法
は
真
理
を
さ
と
る
手
段
で
あ
っ
て
、
し
か
も
、
真
理
に
い
た
る
入
口
、
す
な
わ
ち
門
に
当
る
と
こ
ろ
か
ら
法
門
と
い
う
。
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小
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廣
　
　
友
　
　
江
二
二
転
じ
て
さ
と
り
に
導
く
経
典
や
教
判
の
義
と
も
な
っ
た
。
　
慧けい
日
①
を
空
し
く
慧
と
名
づ
く
れ
ば
、
慈
悲
は
い
ず
く
ん
ぞ
慈
な
る
を 
見 
さ
ん
じ
つ
 
し
め
や
。 
芥 
城
②
に
は
歳
月
な
き
も
、
生
路
に
は
年
時
あ
り
。 
幾
人 
ぞ 
黠
慧 
③
を
能
く
か
い
 
い
く
ひ
と
 
き
つ
け
い
し
、 
何
者
ぞ 
愚 
癡 
な
ら
ざ
る
。
別
に
須
弥
石
④
を
お
き
て
、 
懸 
く
る
に 
藕 
中
の
な
に
も
の
 
ぐ
 
ち
 
か
 
ご
う
糸
⑤
を
以
っ
て
せ
ん
。
　
①
慧
日
。
仏
智
が
世
の
冥
盲
を
照
ら
す
の
で
、
仏
を
日
に
た
と
え
て
い
う
。
仏
を
慧
日
と
い
う
が
、
そ
の
こ
と
が
単
に
空
名
で
あ
る
な
ら
ば
、
慈
悲
も
ま
た
示
現
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
仏
の
智
慧
も
慈
悲
も
真
実
で
あ
っ
て
、
い
つ
わ
り
が
な
い
。
　
②
芥
城
。
劫
量
を
た
と
え
た
も
の
。
百
由
旬
四
方
の
城
の
中
に
芥
子
を
満
た
し
、
長
寿
の
人
が
来
て
百
年
に
一
度
一
粒
の
芥
子
を
も
ち
去
る
と
、
遂
に
は
芥
子
が
尽
き
る
こ
と
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
驚
く
べ
き
長
時
間
を
要
す
る
。
そ
う
し
た
無
限
と
も
い
う
べ
き
絶
大
な
長
時
間
を
形
容
す
る
。
劫
石
の
条
の
注
参
看
。
要
す
る
に
こ
の
句
は
、
時
は
無
限
で
あ
る
が
、
人
生
に
は
限
り
が
あ
る
を
い
う
。
生
路
。
生
涯
、
人
生
と
い
う
が
ご
と
し
。
　
③
黠
慧
。
わ
る
が
し
こ
い
智
恵
。
　
④
須
弥
石
。
須
弥
山
を
形
成
す
る
多
数
巨
大
な
石
。
　
⑤
藕
糸
。
は
す
か
ら
ひ
き
出
し
た
糸
。
藕
断
糸
連
と
い
い
、
糸
弱
く
し
て
表
面
は
断
絶
す
る
も
、
情
意
の
未
だ
絶
え
ざ
る
に
た
と
え
る
。
こ
こ
に
は
仏
の
智
恵
と
慈
悲
に
よ
り
、
黠
慧
・
愚
癡
の
輩
も
救
済
さ
れ
る
因
縁
の
あ
る
を
詠
じ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
大
道
三
乗
異
、
生
途
六
趣
分
。
習
種
猶
須
レ
習
、
重
修
尚
待
レ
重
。
有
無
還
有
レ
二
、
聞
見
復
聞
々
。
欲
レ
枯
二
煩
悩
樹
一
、
先
須
レ
滅
二
愛
根
一
。
別
有
二
遊
レ
心
地
一
、
蕭
条
那
可
レ
堪
。
白
雲
臨
二
赤
県
一
、
青
天
依
二
淥
潭
一
。
豈
復
耆 
闍
北 
、
非
二
唯
恒
水
南
一
。
誰 
敢
同 
携
レ
手
、
栄
名
非
レ
所
レ
貪
。
（
註
一
） 
（
註
二
）
校
字
。
那
。
作
。
　
大
道
①
は
三
乗
②
を
異
に
し
、
生
途
も
六
趣
③
を
分
か
つ
。
習
種
④
あ
り
と
い
え
ど
も
、
猶
す
べ
か
ら
く
習
う
べ
し
。 
重 
ね
修
む
る
と
い
え
ど
も
、
な
お 
重 
ね
ん
か
さ
 
か
さ
こ
と
を
待
つ
。
有
と
無
と
ま
た
二
つ
あ
り
、
聞
見
す
る
も
ま
た
聞
々
⑤
せ
よ
。
煩
悩
の
樹
を
枯
ら
さ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
先
ず
す
べ
か
ら
く
愛
根
⑥
を 
滅 
す
べ
し
。
ほ
ろ
ぼ
　
①
大
道
。
大
き
な
悟
り
の
道
。
　
②
三
乗
。
人
を
の
せ
て
悟
り
の
道
を
運
し
め
る
故
に
、
乗
（
の
り
も
の
）
に
た
と
え
る
。
大
乗
小
乗
な
ど
一
よ
り
し
て
五
乗
の
別
が
あ
り
、
こ
こ
に
三
乗
と
は
声
聞
乗
・
縁
覚
乗
・
菩
薩
乗
を
い
い
、
そ
れ
ぞ
れ
異
る
乗
物
で
は
あ
る
が
、
目
的
地
は
一
な
り
と
い
う
が
ご
と
く
で
あ
る
。
　
③
六
趣
。
六
道
と
同
じ
。
生
途
は
胎
卵
湿
の
三
生
の
方
を
い
う
か
。
生
き
と
し
生
く
る
の
み
ち
。
生
き
る
道
に
は
種
々
あ
る
を
い
う
。
　
④
習
種
。
梵
語Sam
ud
 
  
    nitam
go
   
   t  
 am  
 
の
訳
。
後
天
的
に
悟
り
を
証
得
す
べ
き
性
質
。
先
天
的
な
も
の
をPrakrti-stham
 
        
  
 
性
種
と
い
う
に
対
し
て
用
い
ら
れ
る
。
併
せ
て
性
習
二
性
と
い
う
。
こ
の
一
句
は
悟
り
を
求
め
て
ま
す
ま
す
精
進
す
る
を
さ
す
。
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⑤
聞
々
。
こ
こ
に
は
仏
説
の
有
無
の
法
に
重
ね
重
ね
耳
を
か
た
む
け
よ
と
い
う
に
あ
る
。
　
⑥
愛
根
。
愛
欲
の
煩
悩
。
こ
れ
が
根
本
と
な
っ
て
他
の
煩
悩
を
生
ず
る
故
に
愛
根
と
い
う
。
　
別
に
心
と
遊
ば
し
む
の
地
あ
り
、 
蕭
条
 ①と
し
て
い
か
ん
ぞ 
堪 
う
る
べ
け
ん
し
よ
う
じ
よ
う
 
た
や
。
白
雲
は
赤
県
に
臨
み
、
青
天
は 
淥 きよ
き 
潭 
に
よ
る
②
。
あ
に
ま
た
耆 
闍
ふ
ち
 
③
の
北
き
じ
や
な
ら
ん
や
、
た
だ 
恒 
水
④
の
南
の
み
に
は
非
ず
。
誰
か
敢
て
同
じ
く
手
を 
携 
え
こ
う
 
た
ず
さ
ん
や
、
栄
名
は
貪 
る
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。
む
さ
ぼ
　
①
遊
心
地
。
悟
り
を
求
め
る
心
の
場
。
蕭
条
。
も
の
さ
び
し
い
あ
り
さ
ま
。
遊
心
地
は
常
寂
の
場
で
あ
る
こ
と
を
形
容
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
俗
界
の
喧
騒
の
と
こ
ろ
と
は
異
る
の
義
。
　
②
赤
県
。
赤
県
神
州
な
ど
と
い
い
、
中
国
の
美
称
に
用
い
る
も
、
こ
こ
に
は
淥
潭
に
対
し
て
明
る
い
場
所
を
指
す
。
淥
潭
。
き
よ
ら
か
な
ふ
ち
、
淥
は
緑
と
音
通
、
赤
県
の
対
句
と
し
て
用
い
る
。
清
浄
な
悟
り
の
境
地
（
楽
土
）、
す
な
わ
ち
遊
心
の
地
を
示
す
。
　
③
耆
闍
。
耆
闍
崛
。
摩
伽
陀
国
王
舎
城
北
の
霊
鷲
山
に
あ
り
、
釈
尊
説
法
の
地
。
　
④
恒
水
。
ガ
ン
ジ
ス
河
。
そ
の
河
の
中
流
地
域
は
ブ
ダ
ガ
ヤ
な
ど
が
あ
り
、
釈
迦
の
布
教
の
聖
地
で
あ
る
。
こ
の
句
は
、
虚
栄
で
な
く
、
ま
こ
と
の
悟
り
を
求
め
て
、
相
た
ず
さ
え
て
精
進
す
る
な
ら
ば
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
浄
ら
か
な
遊
心
の
楽
土
が
見
出
さ
れ
る
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
地
獄
唯
居
レ
地
、
天
人
旧
在
レ
天
。
苦
楽
雖
レ
殊
レ
致
、
倶
非
二
上
福
田
一
。
生
々
何
未
レ
絶
、
火
宅
火
恒
然
。
須
レ
帰
二
不
二
処
一
、
先
入
二
第
三
禅
一
。
涙
流
成
二
大
海
一
、
積
骨
似
二
須
弥
一
。
尚
有
二
怨
憎
会
一
、
非
レ
無
二
愛
別
離
一
。
色
塵
終
是
色
、
羈
鎖
復
相
羈
。
飄
颻
苦
海
上
、
恒
被
二
業
風
吹
一
。
　
地
獄
①
は 
唯 
、
地
に
居
り
、
天
人
②
は
も
と
天
に
あ
り
。
苦
と
楽
と
は 
致 
を
た
だ
 
お
も
む
き
 
殊 
に
す
③
と
い
え
ど
も
、
と
も
に
上
福
田
④
に
は
あ
ら
ず
。
生
々
⑤
何
ぞ
い
ま
だ
こ
と
 
絶 
た
ざ
る
、
火
宅
の
火
は
恒
に 
然 
ゆ
る
を
。
す
べ
か
ら
く
不
二
の
と
こ
ろ
⑥
に
た
 
も
帰
り
、
先
ず
第
三
禅
⑦
に
入
る
べ
し
。
　
①
地
獄
。
三
類
あ
る
。
１
根
本
地
獄
＝
八
大
地
獄
・
八
寒
地
獄
。
２
近
辺
地
獄
＝
十
六
遊
増
地
獄
。
３
孤
独
地
獄
。
い
ず
れ
も
下
界
に
あ
り
、
苦
痛
の
場
で
あ
る
。
　
②
天
人
。
天
上
の
人
。
天
界
の
生
類
の
総
称
。
安
楽
の
と
こ
ろ
。
　
③
殊
致
。
致
は
お
も
む
き
。
殊
は
異
り
、
不
一
致
の
こ
と
。
　
④
福
田
。
供
養
に
よ
っ
て
受
け
る
こ
と
の
で
き
る
福
報
の
地
。
農
民
が
田
に
播
種
し
て
収
穫
を
う
る
の
と
同
じ
で
あ
る
。
　
⑤
生
々
。
生
き
つ
づ
け
る
こ
と
。「
楞
厳
経
」
巻
三
に
、
生
死
し
死
生
し
、
生
々
死
々
、
旋
ぐ
る
火
輪
の
ご
と
く
、
未
だ
休
息
あ
ら
ず
。
続
い
て
断
絶
し
な
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
煩
悩
世
界
に
執
着
す
る
こ
と
を
さ
す
。
　
⑥
不
二
処
。
唯
一
絶
対
の
と
こ
ろ
。
仏
法
の
根
本
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。「
維
摩
経
」
に
入
不
二
法
門
品
が
あ
り
、「
心
経
」
の
「
色
即
是
空
、
空
即
是
色
」
を
有
空
不
二
と
い
う
。
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⑦
第
三
禅
。
第
三
難
禅
と
も
い
う
。
禅
に
よ
っ
て
無
上
の
さ
と
り
を
得
る
こ
と
。
あ
る
い
は
三
界
中
の
色
界
禅
天
が
あ
り
、
そ
の
中
に
第
三
禅
天
が
あ
る
。
こ
れ
が
ま
た
少
浄
・
無
量
浄
・
遍
浄
の
三
天
に
分
か
れ
る
。 
食
の
二
欲
を
離
れ
た
物
質
世
界
の
一
と
い
う
。
　
涙
①
の
流
れ
も
大
海
を 
成 
じ
、
積
骨
は
須
弥
に
似
た
り
。
な
お 
怨
憎 
の 
会 
②
じ
よ
う
 
え
ん
ぞ
う
 
え
あ
り
、
愛
別
離
③
な
き
に
あ
ら
ず
。 
色
塵
④
も
終
は
是
色
に
し
て
、 
羈
鎖
⑤
ま
た
し
き
 じ
ん
 
は
て
 
こ
れ
 し
き
 
き
 
さ
相
羈 
る
の
み
。
飄 
つ
な
が
 
ひ
よ
う
颻
⑥
よ
う
た
り
苦
海
の 
上 
、
恒
に 
業 
⑥
風
の
吹
く
を 
被 
る
。
ほ
と
り
 
ご
う
 
こ
う
む
　
①
涙
。
涙
の
ご
と
き
わ
ず
か
の
流
れ
も
、
集
れ
ば
大
海
と
な
る
。
積
骨
。
死
者
の
白
骨
の
多
き
を
い
う
。
こ
の
二
句
は
人
間
の
煩
悩
の
多
き
を
暗
示
す
る
。
　
②
怨
憎
会
。
五
苦
の
一
。
恨
み
憎
む
人
、
忌
み
嫌
う
事
物
に
会
わ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
苦
。
　
③
愛
別
離
。
五
苦
の
一
。
親
愛
す
る
者
と
離
別
す
る
苦
。
　
④
色
塵
。
四
塵
ま
た
は
六
塵
の
一
。
衆
生
の
情
や
識
を
汚
染
す
る
も
の
。
　
⑤
羈
鎖
。
き
ず
な
の
く
さ
り
。
つ
な
ぎ
ま
と
う
も
の
。
　
⑥
飄
颻
。
飄
揺
と
同
じ
。
ひ
る
が
え
り
あ
が
る
こ
と
。
曹
植
「
洛
神
賦
」
に
「
飄
颻
と
し
て
、
流
風
の
雪
を
廻
ら
す
が
ご
と
し
」
と
見
え
る
。
　
⑦
業
。
身
口
意
の
所
作
。
そ
の
善
性
悪
性
は
必
ず
果
報
を
う
け
る
か
ら
、
こ
れ
を
業
因
と
い
う
。
過
去
の
も
の
を
宿
業
、
現
在
の
も
の
を
現
業
と
い
う
。
こ
の
一
首
は
、
世
俗
の
き
づ
な
を
断
つ
を
得
ず
、
煩
悩
に
悩
み
な
が
ら
、
悟
り
に
入
る
を
得
な
い
世
俗
の
姿
を
詠
じ
て
い
る
。
苦
海
非
レ
無
レ
苦
、
煩
河
一
種
煩
。
六
賊
還
同
賊
、
四
怨
長
見
レ
怨
。
未
レ
使
二
心
暫
望
一
、
空
悲
二
耳
目
喧
一
。
腹
中
無
量
事
、
何
須
二
白
レ
仏
言
一
。
 
□ 
① 
悩
非
二
常
苦
一
、
憂
悲
異
二
種
憂
一
（
苦
カ
）
。 
□ 
② 
河
皆
有
レ
愛
、
愁
林
併
是
愁
。
（
愛
カ
）
如
レ
是
何
時
是
、
貪
求
尚
自
求
。
若
欲
レ
帰
二
静
処
一
、
知
三
心
如
二
水
流
一
。
校
字
。
①
□
。
案
一
字
脱
落
、
疑
苦
歟
。
②
□
。
案
一
字
脱
落
、
疑
愛
歟
。
　
苦
海
は
苦
な
き
を 
非 
と
し
、 
煩 
河
も
一
種
の
煩
な
る
の
み
。
六
賊
①
も
ま
た
同
ひ
 
ぼ
ん
じ
く
賊
に
し
て
、
四
怨
②
は
長
え
に
怨
み
を 
見 
す
。
い
ま
だ
心
を
し
て
し
ば
ら
し
め
く
も
望
③
ま
し
め
ず
、
空
し
く
耳
目
の 
喧 
し
き
を
悲
し
む
。
腹
中
の
無
量
の
か
ま
び
す
事
、
何
ぞ
仏
に
白
し
て
言
う
を
も
ち
い
ん
や
。
も
う
　
①
六
賊
。
智
恵
を
害
し
、
功
徳
を
そ
こ
ね
る
六
種
の
根
（
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
意
）、
一
に
六
塵
と
も
い
う
。「
楞
厳
経
」
巻
四
に
、
こ
の
六
を
賊
媒
と
な
し
、
自
ら
家
宝
を
お
び
や
か
す
と
み
え
る
。
　
②
四
怨
。
四
魔
（
後
註
）
と
同
じ
く
、
四
種
の
障
害
に
対
す
る
怨
み
の
心
を
い
う
。
　
③
暫
望
。
暫
は
わ
ず
か
、
短
少
を
い
う
。
望
は
こ
こ
に
は
悟
り
、
解
脱
の
願
望
。
要
す
る
に
こ
の
一
首
は
、
何
処
に
も
な
や
み
や
う
ら
み
が
あ
る
の
に
、
自
ら
そ
れ
を
少
し
も
克
服
し
よ
う
と
し
な
い
で
は
、
ど
う
し
て
仏
に
訴
え
よ
う
ぞ
と
い
う
義
を
詠
じ
た
も
の
。
　［
苦
］
①
悩
も
常
苦
に
は
非
ら
ず
、
憂
悲
は
種
憂
に
異
る
。［
愛
］
②
河
は
皆
愛
信　　廣　　友　　江 ３５１
二
五
有
り
、
愁
林
な
ら
び
に
こ
れ
愁
う
。
か
く
の
ご
と
く
な
れ
ば
何
れ
の
と
き
か 
是 
よ
ろ
し
か
ら
ん
、
貪
求
な
お
も
自
ら
求
む
る
を
。
も
し
も
静
処
に
帰
ら
ん
と
欲
す
れ
ば
、
心
は
水
流
の
ご
と
き
を
知
ら
ん
③
。
　
①
こ
の
一
首
は
憂
・
愁
・
求
・
流
の
四
字
が
押
韻
で
あ
る
か
ら
、［
苦
］
悩
と
［
愛
］
河
の
二
字
の
脱
落
と
み
て
補
っ
た
。
　
②
種
憂
。
種
は
種
子
・
種
類
。
種
憂
は
も
と
に
乃
至
多
様
な
憂
い
で
、
そ
れ
か
ら
異
っ
た
憂
い
悲
み
が
生
れ
る
も
と
に
な
る
も
の
。
こ
の
一
首
は
苦
悩
・
愛
慾
何
れ
も
恒
久
不
変
の
も
の
で
は
な
く
、
心
の
持
ち
か
た
に
よ
っ
て
生
れ
る
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。
　
③
心
如
二
流
水
一
。「
華
厳
」
に
い
わ
ゆ
る
「
心
如
二
工
画
師
一
」
と
い
う
発
想
に
似
て
い
る
。
形
骸
成
二
大
地
一
、
乳
汁
似
二
長
河
一
。
念
々
皆
生
滅
、
心
々
有
二
刹
那
一
。
空
悲
二
浮
レ
水
沫
一
、
終
是
赴
レ
灯
蛾
。
為
レ
居
二
三
界
裏
一
、
常
畏
二
五
旃
陁
一
。
欲
レ
知
二
身
是
火
一
、
観
二
土
自
如
一 レ
金
。
若
須
レ
浮
二
慧
海
一
、
宜
三
早
出
二
愁
林
一
。
一
劫
山
方
大
、
百
年
亀
尚
沈
。
必
辞
二
煩
悩
熱
一
、
当
レ
帰
二
仏
樹
陰
一
。
　
形
骸
は
大
地
を 
成 
じ
、
乳
汁
は
長
河
に
似
た
り
①
と
い
え
ど
も
、
念
々
に
み
じ
よ
う
な
生
滅
し
、
心
々
は
刹
那
た
り
。
空
し
く
水
に
浮
ぶ
の 
沫 
を
悲
し
む
ご
と
く
、
あ
わ
終
に
こ
れ
灯 
に
お
も
む
く
の
蛾
の
ご
と
し
。
三
界
②
の 
裏 
に
居
る
が
た
め
に
、
と
も
し
び
 
が
 
う
ち
常
に
五
旃
陁
③
せ
ん
だ
を
畏
る
べ
し
。
お
そ
　
①
大
地
を
生
成
す
る
よ
う
な
巨
人
、
長
河
の
ご
と
き
乳
汁
を
出
す
大
女
で
あ
っ
て
も
、
人
で
あ
る
以
上
は
生
滅
は
ま
ぬ
が
れ
ず
、
泡
沫
の
ご
と
く
は
か
な
く
、
灯
に
集
っ
て
焼
死
す
る
蛾
の
ご
と
き
は
か
な
い
も
の
で
あ
る
。
　
②
三
界
。
衆
生
が
居
る
と
こ
ろ
の
世
界
、
欲
界
・
色
界
・
無
色
界
。
そ
の
他
、
断
界
・
離
界
・
滅
界
あ
る
い
は
法
界
・
心
界
・
衆
生
界
の
ご
と
し
。
　
③
五
旃
陁
。
五
つ
の
大
悪
。
殺
生
・
偸
盗
・
邪
妊
・
悪
口
・
飲
酒
を
指
す
。
こ
れ
ら
は
煩
悩
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る
行
為
で
あ
る
。
　
身
は
こ
れ
火
の
ご
と
く
な
る
を
知
ら
ん
と
欲
し
、 
土 
は
自
ら
金
の
如
く
な
る
と
こ
ろ
を
観 
ず
①
。
も
し
慧
海
に
浮
ば
ん
こ
と
を
も
ち
い
な
ば
、
宜
し
く
早
く
愁
林
を
か
ん
出
づ
る
べ
し
。
一
劫
の
山
②
は 
方 
に
大
な
れ
ど
、
百
年
の
亀
③
な
お
沈
ま
ん
。
必
ま
さ
ず
煩
悩
の
熱
を
辞
り
て
、
ま
さ
に
仏
樹
④
の 
陰 
に
帰
る
べ
し
。
さ
 
か
げ
　
①
火
・
金
。
身
体
は
煩
悩
の
火
、
あ
る
い
は
火
宅
の
ご
と
く
燃
え
て
し
ま
う
も
の
、
大
地
も
ま
た
黄
金
乃
至
金
属
の
ご
と
く
堅
固
で
あ
る
が
五
行
の
理
に
よ
っ
て
相
生
相
克
す
る
。
　
②
一
劫
山
。
劫
は
時
間
の
最
大
単
位
。
こ
こ
に
は
大
山
を
い
い
、
そ
の
大
山
す
ら
な
お
崩
れ
て
海
と
な
る
を
暗
に
云
う
。
　
③
百
年
亀
。
百
年
の
盲
亀
を
い
う
。「
雑
阿
含
経
」
第
十
五
に
、「
た
と
え
ば
大
地
が
こ
と
ご
と
く
大
海
と
な
る
に
、
一
盲
亀
あ
り
、
寿
無
量
な
り
。
百
年
に
一
た
び
頭
を
出
だ
す
。
海
中
に
浮
木
あ
り
、
た
だ
一
孔
の
み
あ
り
、
盲
亀
百
年
に
ひ
と
た
び
そ
の
頭
を
出
だ
し
、
ま
さ
に
こ
の
孔
を
出
ず
る
べ
き
や
否
や
」
と
み
え
る
。
値
仏
聞
法
の
難
き
に
た
と
え
て
い
う
。
比
喩
に
用
い
る
が
、
こ
こ
に
は
非
常
に
広
大
な
場
所
で
あ
り
、
無
量
寿
で
あ
る
生
〈資料翻刻〉小野勝年遺稿宸翰雑集訳註（二）３５０
二
六
物
も
な
お
有
限
で
、
永
遠
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
こ
れ
を
解
脱
す
る
の
道
は
仏
法
に
帰
依
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
に
あ
る
。
　
④
仏
樹
。
菩
提
樹
。
仏
の
説
法
の
場
所
を
指
す
。
四
虵
倶
有
レ
毒
、
三
業
並
無
レ
明
。
酔
鳥
由
レ
疑
酔
、
盲
亀
本
自
盲
。
戯
猨
遊
未
レ
住
、
心
水
去
無
レ
停
。
会
得
二
於
難
一レ
得
、
従
生
不
二
復
生
一
。
撮
レ
沙
投
二
海
水
一
、
擲
レ
芥
向
二
針
鋒
一
。
禽
獣
帰
二
何
路
一
、
天
人
隔
二
幾
重
一
。
稟
レ
形
雖
レ
有
レ
処
、
生
滅
意
無
レ
蹤
。
盲
亀
不
レ
見
レ
物
、
浮
木
若
為
逢
。
　
四
虵
①
と
も
に
毒
あ
り
、
三
業
な
ら
び
に
明
な
し
②
。
酔
鳥
③
は
疑 
に
由
り
う
た
が
い
て
酔 
い
、
盲
亀
④
は
本 
自 
か
ら 
盲 
た
り
。
よ
 
お
の
づ
 
め
し
い
 
戯
猨 
⑤
ぎ
え
ん
は
遊
び
て
い
ま
だ 
住 
ら
ず
、
と
ど
ま
心
水
⑥
は
去
り
て
停
る
な
し
。 
会 
ら
ず
得
が
た
き
に
お
い
て
得
る
も
、
従
生
⑦
か
な
（
ひ
と
）
は
復
生
（
よ
み
が
え
る
）
せ
ず
。
　
①
四
蛇
。
四
大
、
わ
れ
わ
れ
は
じ
め
、
す
べ
て
を
構
成
す
る
要
素
、
と
同
じ
。
毒
蛇
の
加
害
す
る
よ
う
に
、
こ
の
四
つ
の
も
の
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
も
の
が
相
害
さ
れ
て
、
遂
に
滅
亡
に
い
た
ら
し
め
る
と
こ
ろ
か
ら
た
と
え
た
も
の
。「
涅
槃
経
」
第
一
に
「
自
ら
己
が
身
を
観
ず
る
こ
と
四
毒
蛇
の
ご
と
し
」、
同
第
二
三
に
「
王
有
り
、
四
毒
蛇
を
も
っ
て
一
篋
に
盛
り
、
人
を
し
て
瞻
養
せ
し
む
」
と
あ
る
。
そ
の
他
、「
雑
喩
経
」「
譬
喩
経
」「
最
勝
王
経
」
第
五
「
智
度
論
」
第
一
二
な
ど
に
見
ゆ
。
　
②
三
業
無
明
。
心
口
意
の
は
た
ら
き
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
罪
悪
に
お
ち
い
る
こ
と
。
　
③
酔
鳥
。
典
拠
未
詳
で
あ
る
が
、
酔
象
の
ご
と
く
悪
業
を
ふ
る
う
こ
と
を
鳥
に
た
と
え
た
も
の
か
。
　
④
盲
亀
。
済
度
し
が
た
い
も
の
に
た
と
え
る
。
　
⑤
戯
猨
。
心
の
奔
放
制
禦
し
が
た
い
こ
と
を
猿
に
た
と
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
意
馬
心
猿
の
ご
と
き
で
あ
る
。
　
⑥
心
水
。
心
は
水
が
影
を
う
つ
す
よ
う
に
あ
ら
ゆ
る
も
の
を
う
つ
し
、
ま
た
水
が
流
れ
動
く
よ
う
に
外
の
も
の
に
よ
っ
て
動
揺
し
、
ま
た
水
が
清
む
こ
と
も
に
ご
る
こ
と
も
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
心
の
水
と
い
う
。
　
⑦
従
生
。
衆
生
と
い
う
に
同
じ
。「
逸
周
書
」
文
伝
解
に
「
も
ろ
も
ろ
の
横
生
は
こ
と
ご
と
く
従
［
生
］
を
養
い
、
従
生
は
こ
と
ご
と
く
一
丈
夫
を
養
う
」
と
あ
り
、
人
民
が
天
子
を
養
う
の
意
味
と
す
る
。
復
生
。
復
活
の
義
。
　
沙
を 
撮 
み
て
海
水
に
投
じ
、 
芥 
を 
擲 
げ
て
針
の 
鋒 
に
向
わ
し
め
ん
と
す
。
禽
つ
ま
 
け
し
 
な
 
み
ね
獣
は 
何 
の
路
を
帰
り
、
天
人
①
は
幾 
重 
②
を
隔
つ
ぞ
。
形
を 
稟 
け
て 
処 
る
あ
り
い
ず
こ
 
ち
よ
う
 
う
 
お
と
い
え
ど
も
、
生
滅
は 
意 
う
に 
蹤 
づ
け
る
な
し
③
。
盲
亀
は
物
を
見
ず
、
浮
木
は
お
も
 
あ
と
 
若 
ぞ
逢
わ
ん
や
④
。
い
ず
く
ん
　
①
禽
獣
・
天
人
。
動
物
や
天
人
は
そ
れ
ぞ
れ
自
由
に
行
動
し
、
人
が
自
由
に
制
御
は
な
し
え
な
い
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
　
②
幾
重
。
重
は
直
容
切
（
チ
ョ
ウ
）。
　
③
生
滅
意
蹤
。
生
滅
の
こ
と
は
人
意
の
決
定
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
　
④
盲
亀
浮
木
。
世
に
生
れ
る
に
人
の
身
の
受
け
が
た
く
、
た
と
え
人
と
し
て
生
れ
る
も
仏
法
に
あ
い
が
た
き
を
海
中
の
盲
亀
が
浮
木
に
あ
り
に
た
と
え
る
。
前
注
「
百
年
亀
」
参
看
。
信　　廣　　友　　江 ３４９
二
七
出
家
須
レ
離
レ
家
、
修
道
宜
レ
知
レ
道
。
生
輪
雖
二
復
生
一
、
老
岸
今
方
老
。
無
為
一
切
為
、
造
化
知
二
何
造
一
。
若
能
愁
二
四
魔
一
、
自
可
レ
帰
二
三
宝
一
。
試
折
二
十
方
草
一
、
皆
為
二
四
寸
籌
一
。
尚
見
三
狂
風
猛
、
猶
如
二
愛
水
流
一
。
大
海
無
辺
大
、
浮
嚢
且
未
レ
浮
。
欲
レ
澄
二
生
死
浪
一
、
宜
レ
取
二
涅
槃
舟
一
。
　
出
家
は
す
べ
か
ら
く
家
を
離
る
べ
く
、
修
道
は
よ
ろ
し
く
道
を
知
る
べ
し
。
 
生
輪 ①
、
ま
た 
生 
る
と
い
え
ど
も
、
老
岸
②
は
今
ま
さ
に
老
い
ん
と
す
。 
無 
為 
し
よ
う
り
ん
 
う
ま
 
む
 
い
③
こ
そ
一
切
為
な
り
、
造
化
④
は
何
を
か 
造 
る
と
知
ら
ん
や
。
も
し
よ
く
四
魔
⑤
い
 
つ
く
を
愁
え
な
ば
、
自
ら
三
宝
⑤
に
帰
す
べ
し
。
う
れ
 
き
　
①
生
輪
。
輪
廻
転
生
、
あ
る
い
は
年
々
植
物
な
ど
の
生
じ
て
は
枯
れ
、
繰
返
す
こ
と
。
　
②
老
岸
。
年
老
い
て
到
着
し
た
岸
辺
。
　
③
無
為
。「
中
庸
」
に
「
無
為
し
て
成
る
」
と
い
い
、「
老
子
」
に
「
無
為
に
し
て
治
ら
ざ
る
は
な
し
」
と
あ
り
、
仏
教
で
は
有
為
と
対
象
し
、
因
縁
所
産
の
作
為
の
な
い
こ
と
を
指
す
。
　
④
造
化
。
創
造
化
育
の
略
。「
淮
南
子
」
精
神
訓
に
「
偉
な
る
か
な
造
化
な
る
も
の
」
と
あ
り
、
造
物
主
ま
た
は
天
地
、
乃
至
陰
陽
を
い
う
。
　
⑤
四
魔
。
四
種
の
障
害
。
天
魔
・
煩
悩
魔
・
陰
魔
・
死
魔
の
四
つ
の
悪
は
因
縁
果
報
。「
勝
鬘
経
」
に
、「
如
来
は
無
上
の
調
御
を
も
っ
て
、
四
魔
を
降
服
す
」
と
見
ゆ
。
　
⑥
三
宝
。
仏
法
僧
、
要
す
る
に
仏
教
。「
十
七
条
憲
法
」
第
一
に
も
篤
敬
三
宝
と
あ
る
。
　
試
み
に
十
方
の
草
を
折
り
て
、
皆
四
寸
の 
籌 
①
を
つ
く
ら
ん
か
。
な
お
狂
風
ち
ゆ
う
の
猛 
り
、
な
お
愛
水
②
の
流
の
ご
と
き
を
見
ん
。
大
海
は
か
ぎ
り
な
き
の
大
と
た
け
い
え
ど
も
、 
浮
嚢 
を
し
て
か
つ
い
ま
だ
浮
③
か
ば
し
め
ざ
ら
ん
。
生
死
の
浪
を
ふ
の
う
澄
ま
し
め
ん
と
欲
す
れ
ば
、
よ
ろ
し
く 
涅
槃 
の
舟
を
と
る
べ
し
。
ね
は
ん
　
①
籌
。
竹
の
棒
で
作
っ
た
数
と
り
の
道
具
。
十
方
の
草
を
用
い
て
長
さ
四
寸
の
籌
（
か
ず
と
り
）
を
つ
く
る
な
ら
ば
、
限
り
な
く
多
く
を
数
え
る
手
段
が
え
ら
れ
る
。
　
②
愛
水
。
一
に
愛
河
と
い
い
、
苦
悩
を
河
水
に
た
と
え
る
。
こ
こ
に
は
世
の
中
に
は
数
え
き
れ
な
い
多
く
の
愛
別
離
苦
が
狂
風
の
た
け
る
ご
と
く
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
涅
槃
と
い
う
悟
り
の
舟
に
乗
る
べ
し
と
い
う
に
あ
る
。
　
③
浮
。
韻
は
房
无
切
（
ホ
ウ
）
ま
た
は
普
溝
切
（
ヒ
ウ
）
で
あ
る
。
奉
レ
讃
二
浄
土
十
六
観
一
詩
　
十
三
首
　
①
浄
土
の
十
六
観
を
讃
え
た
て
ま
つ
る
の
詩
。
作
者
は
未
詳
。
浄
土
。
清
浄
な
る
国
土
ま
た
は
国
土
を
清
浄
に
す
る
と
い
う
義
。
対
応
す
る
梵
語
は
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
思
想
と
し
て
は
大
乗
仏
教
に
と
も
な
っ
て
発
達
し
た
。
国
土
も
ま
た
仏
の
国
土
の
義
。
隋
の
慧
遠
「
大
乗
義
章
」
巻
一
九
に
「
浄
土
と
い
う
は
経
中
に
、
あ
る
と
き
は
名
づ
け
て
仏
刹
と
な
し
、
あ
る
い
は
仏
界
と
称
し
、
あ
る
い
は
仏
国
と
い
い
、
あ
る
い
は
仏
土
と
い
い
、
あ
る
い
は
ま
た
説
い
て
浄
刹
、
浄
界
、
浄
土
と
な
す
」
と
あ
る
。
浄
土
は
極
楽
（Sukh
      vati
  
）
と
結
び
つ
い
て
、
阿
弥
陀
仏
・
無
量
寿
仏
、
あ
る
い
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八
は
無
量
光
仏
の
居
所
の
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
い
わ
ゆ
る
浄
土
三
部
経
は
こ
の
極
楽
浄
土
の
有
様
の
こ
と
や
そ
こ
に
衆
生
が
往
生
す
る
た
め
の
手
段
を
説
い
て
い
る
。
中
に
つ
い
て
、「
観
無
量
寿
経
」
一
巻
は
、
一
に
「
無
量
寿
観
経
」
と
も
「
観
経
」
と
も
い
い
、
劉
宋
の
畺
良
耶
舎
の
訳
出
す
る
と
こ
ろ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
概
要
は
王
舎
城
の
太
子
阿
闍
世
が
父
 
頻
婆
沙
羅 
王
と
夫
人 
韋
提
希 
を
殺
害
し
よ
う
と
し
た
が
、
果
さ
ず
、
彼
等
び
ん
ば
し
や
ら
 
い
だ
い
け
を
深
宮
に
幽
閉
し
た
と
き
、
釈
迦
が
王
宮
内
に
身
を
あ
ら
わ
し
て
、
夫
人
の
願
い
に
応
じ
て
、
極
楽
浄
土
を
あ
ら
わ
し
、
往
生
の
法
を
説
い
た
。
そ
こ
に
示
め
さ
れ
た
具
体
的
方
法
を
い
わ
ゆ
る
三
福
十
六
観
と
名
づ
け
る
。
三
福
と
は
父
母
に
孝
行
し
、
師
長
に
奉
事
し
、
慈
み
を
も
っ
て
殺
生
せ
ず
、
二
は
仏
法
僧
に
帰
依
し
、
戒
律
を
守
り
、
三
に
は
悟
り
を
求
め
る
心
を
お
こ
し
、
大
乗
の
経
典
を
読
み
、
他
に
も
こ
の
道
を
す
す
め
る
こ
と
を
い
う
。
十
六
観
と
は
十
六
種
類
の
、
心
を
一
筋
に
し
、
思
念
を
集
中
し
て
極
楽
浄
土
を
観
想
す
る
方
法
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
一
が
日
想
観
、
二
に
水
想
観
、
三
に
地
想
観
、
四
に
宝
樹
観
、
五
に
宝
池
観
、
六
に
宝
楼
観
、
七
に
華
座
観
、
八
に
像
想
観
、
九
に
偏
観
一
切
色
身
想
観
、
十
に
観
世
音
観
、
十
一
に
大
勢
至
観
、
十
二
に
普
観
、
十
三
に
雑
想
観
、
十
四
に
上
輩
上
生
観
、
十
五
に
中
輩
中
生
観
、
十
六
に
下
輩
下
生
観
と
い
う
。
こ
の
う
ち
の
十
三
観
を
定
善
観
、
残
り
の
三
観
を
散
善
観
と
い
い
、
前
者
は
禅
定
し
て
観
想
す
る
を
い
い
、
後
者
は
悪
を
や
め
て
善
を
修
め
る
法
で
あ
る
。
　
②
こ
の
詩
は
十
六
観
中
、
十
三
首
と
か
か
げ
、
鯉
宝
池
観
（
５
）、
交
宝
樹
観
（
４
）、
佼
宝
楼
観
（
６
）、
侯
捴
観
（
６
）、
候
像
観
（
８
）、
倖
法
身
観
（
９
）、
光
華
座
観
（
７
）、
公
観
音
観
（
　
）、
功
勢
至
観
（
　
）、
効
捴
二
１０
１１
菩
薩
観
（
　
・
　
）、
勾
上
品
観
（
　
）、
厚
中
品
観
（
　
）、
口
下
品
観
１２
１３
１４
１５
（
　
）
を
掲
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
鯉
日
想
、
交
水
想
、
佼
地
想
の
三
観
１６を欠
き
、
そ
の
名
称
の
異
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。「
観
経
」
に
も
と
づ
い
て
描
く
浄
土
変
相
に
あ
っ
て
は
十
六
観
相
図
を
外
周
に
め
ぐ
ら
す
構
図
で
、
唐
代
に
あ
っ
て
は
な
は
だ
流
行
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
詩
は
か
か
る
図
相
に
対
し
て
詠
ぜ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
宝
池
観
宝
池
唯
露
レ
影
、
浄
水
自
含
レ
香
。
鳥
音
真
諦
演
、
波
声
妙
法
揚
。
苦
空
問
二
鳬
雁
一
、
常
楽
噪
二
鴛
鴦
一
。
修
レ
因
本
二
東
刹
一
、
成
レ
聖
在
二
西
方
一
。
宝
樹
観
枝
々
碼
碯
①
葉
、
樹
々
水
精
林
。
波
流
宣
二
秘
法
一
、
風
行
説
二
妙
音
一
。
天
人
侠
二
道
側
一
、
童
子
坐
二
花
心
一
。
行
願
方
無
レ
倦
、
光
明
時
見
臨
。
校
字
。
①
碯
。
作 
。
浄
土
の
十
六
観
を
た
た
え
た
て
ま
つ
る
の
詩
①
。　
十
三
首
②
。
宝
池
観
①
　
宝
池
た
だ 
影 
を 
露 
す
の
み
と
い
え
ど
も
、
浄
水
は
自
ら
香
を
含
む
。
鳥
音
は
か
げ
 
あ
ら
わ
 
真
諦 
②
を 
演 
べ
、
波
声
は
妙
法
③
を
揚
ぐ
。
苦
空
④
を
ば
し
ん
た
い
 
の
 
鳬
雁 
⑤
に
問
い
、
常
楽
⑥
ふ
が
ん
は
鴛
鴦 
を 
噪 
が
す
。 
因 
を
修
む
る
は
東 
刹 
⑦
に
も
と
づ
く
も
、
聖
を
成
ず
る
は
西
え
ん
お
う
 
さ
わ
 
い
ん
 
さ
つ
方
に
あ
り
。
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二
九
　
①
宝
池
観
。
一
に
八
功
徳
水
想
と
も
い
う
。「
観
経
」
所
説
十
六
観
中
の
第
五
。
極
楽
浄
土
に
八
功
徳
池
水
が
あ
り
、
そ
の
水
は
摩
尼
水
と
い
い
、
蓮
華
の
間
を
流
れ
、
苦
・
空
・
無
常
・
無
我
・
諸
波
羅
蜜
を
演
説
す
る
と
い
う
。
　
②
真
諦
。
二
諦
（
俗
諦
と
真
諦
）
の
一
。
聖
智
所
見
の
真
実
の
理
性
。
　
③
妙
法
。
す
ぐ
れ
た
、
ま
た
は
正
し
い
法
。「
法
華
経
」
のSaddharm
a
 
       
 
に
あ
た
る
。
　
④
苦
空
。「
観
経
」
は
苦
と
空
と
を
分
け
る
。
註
①
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
常
楽
の
対
句
。
　
⑤
鳬
雁
・
鴛
鴦
。
鳬
は
鳧
（
か
も
）
の
俗
字
。
鳧
雁
（
か
も
と
か
り
） 
は
季
節
に
よ
っ
て
来
去
す
る
、
い
わ
ゆ
る
候
鳥
。
鴛
鴦
は
お
し
ど
り
の
雌
雄
で
、
常
に
離
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
極
楽
鳥
に
擬
さ
れ
、
第
五
観
に
お
い
て
は
如
意
珠
玉
の
光
明
が
化
し
て
百
宝
色
の
鳥
と
な
り
、
そ
の
声
は
和
鳴
哀
雅
な
り
と
あ
り
、
鳧
雁
・
鴛
鴦
は
こ
れ
を
指
す
と
解
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
両
鳥
の
典
拠
は
第
八
観
に
「
こ
の
想
成
る
時
、
行
者
ま
さ
に
水
流
・
光
明
お
よ
び
諸
宝
樹
と
鳬
雁
・
鴛
鴦
の
み
な
妙
法
を
説
く
と
聞
く
べ
し
」
と
あ
る
に
よ
る
。
　
⑥
常
楽
。
こ
こ
に
は
極
楽
浄
土
を
い
う
。
　
⑦
東
刹
。
東
方
の
寺
院
。
西
方
（
極
楽
浄
土
）
の
対
句
で
、「
無
量
寿
経
」
に
は
無
量
寿
仏
の
威
神
光
明
が
東
方
の
恒
沙
の
仏
刹
を
照
す
云
々
と
あ
る
。
こ
こ
に
は
世
間
の
寺
院
と
い
う
に
同
じ
。
因
と
聖
の
語
を
用
い
て
善
因
と
聖
果
を
対
せ
し
め
て
い
る
。
宝
樹
観
①
　
枝
々
は
瑪
瑙
め
の
う
の
葉
、
樹
々
は
水
精
の
林
た
り
。
波
流
は
秘
法
を 
宣 
べ
、
風
行
の
は
妙
音
を
説
く
。
天
人
は
道
側
に 
侠 
づ
き
、
童
子
は
花
心
に
坐
す
②
。
行
願
③
ま
ち
か
さ
に
倦
む
こ
と
な
く
し
て
、
光
明
は
時
に
見
臨
す
。
う
　
①
宝
樹
観
。
十
六
観
中
の
第
四
。
そ
の
宝
樹
は
七
宝
の
華
葉
を
具
足
せ
ざ
る
こ
と
な
く
、
…
瑪
瑙
の
色
の
中
よ
り
硨
磲
の
光
を
出
し
云
々
と
あ
る
。
水
精
の
林
は
瑪
瑙
の
葉
に
対
す
る
作
者
の
潤
色
。
波
流
・
風
行
も
ま
た
同
じ
。
　
②
こ
こ
に
は
天
人
と
童
子
に
分
け
て
い
る
が
、
経
文
は
諸
天
の
童
子
と
し
て
い
る
。
　
③
行
願
。
身
の
行
な
い
と
心
の
願
い
。
こ
と
に
菩
薩
は
四
撮
・
六
波
羅
蜜
・
十
波
羅
蜜
な
ど
の
行
と
四
弘
誓
願
・
十
六
願
な
ど
実
現
し
て
、
衆
生
救
済
の
利
他
を
行
ぜ
ん
こ
と
を
願
う
（「
無
量
寿
経
」）。
宝
楼
観
宝
楼
遥
帯
レ
地
、
金
鈴
懸
二 
処 
空
一
。
昭
色
殊
二
清
白
一
、
分
二
明
珠
紫
紅
一
。
鳥
マ
マ
音
但
演
レ
法
、
五
楽
共
揺
レ
風
。
敢
欣
二
无
量
寿
一
、
神
足
暫
来
一 レ
東
。
捴
観
先
観
二
日
下
処
一
、
後
念
二
水
流
澄
一
。
冰
色
金
如
レ
玉
、
瑠
璃
漸
二
曜
灯
一
。
池
鳥
宣
二
希
有
一
、
楼
風
演
二
未
曽
一
。
無
為
既
寂
定
、
不
変
且
常
恒
。
因
レ
斯
逢
二
快
楽
一
、
自
レ
此
離
①
二 
怨
憎
一
。
煩
悩
方
須
レ
尽
、 
処 
②
空
更
可
レ
騰
。
マ
マ
校
字
　
①
離
。
作
。　
② 
処
。 
案
虚
之
誤
、
応
作
虚
空
。
（
註
三
）
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〇
宝
楼
観
①
宝
楼
は
遥
か
に
地
に
帯
り
、
金
鈴
は
虚
空
②
に 
懸 
る
。
昭
色
は
清
白
を 
殊 
に
し
、
め
ぐ
 
か
か
 
こ
と
珠
③
と
紫
と
紅
と
を
分
明
す
。
鳥
音
た
だ
法
を 
演 
べ
、
五 
楽 
④
は
と
も
に
風
を
揺
の
 
が
く
が
す
。
あ
え
て
無
量
寿
か
神
足
⑤
も
て
し
ば
ら
く
東
⑥
に
来
る
を
欣 
ぶ
。
よ
ろ
こ
　
①
宝
楼
観
。
第
六
観
の
総
観
の
前
文
「
衆
宝
国
土
の
一
一
の
界
上
に
五
百
億
の
宝
楼
閣
あ
り
。
そ
の
楼
閣
の
う
ち
に
無
量
の
諸
天
あ
り
て
天
の
伎
楽
を
作
す
。
ま
た
楽
器
あ
り
、
虚
空
に
懸
け
お
き
、
天
の
宝
憧
の
ご
と
く
、
鼓
た
げ
る
に
お
の
づ
か
ら
鳴
る
」
と
あ
る
に
も
と
ず
く
。
こ
の
観
を
行
う
と
き
は
宝
樹
・
宝
地
・
宝
池
を
合
せ
て
観
想
し
て
往
生
す
る
の
で
、
総
観
と
も
よ
ば
れ
る
。
　
②
虚
空
。
原
文 
処
空 
に
つ
く
る
も
、
意
を
も
っ
て
改
む
。「
楽
器
あ
り
、
虚
空
（
註
四
）
に
懸
処
す
」
と
あ
る
に
該
当
す
る
。
　
③
珠
。
宝
珠
の
色
。
珠
は
朱
と
音
通
。
こ
こ
に
は
暗
に
朱
と
紫
・
紅
の
三
色
が
そ
れ
ぞ
れ
区
別
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
宝
珠
は
「
観
経
」
で
は
金
色
と
し
て
い
る
。
　
④
五
楽
。
五
種
の
音
楽
。
い
ろ
い
ろ
な
よ
い
音
曲
を
い
う
。
五
楽
は
一
般
に
五
欲
に
対
し
て
快
楽
の
義
に
用
い
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
意
味
で
は
な
い
。「
無
量
寿
経
」
に
「
清
風
、
時
に
発
り
て
、
五
つ
の
音
声
を
出
し
、
微
妙
の
宮
商
、
自
然
に
相
和
す
」
と
あ
る
。
　
⑤
神
足
。
神
通
力
を
も
っ
た
足
。
五
通
の
一
。
　
⑥
東
。「
無
量
寿
経
」
に
は
東
南
北
上
下
に
西
方
の
無
量
寿
仏
国
土
と
同
じ
仏
国
が
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
諸
仏
が
い
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
の
東
は
西
方
極
楽
浄
土
に
対
し
て
、
俗
世
間
を
指
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
捴
観
①
　
先
に
日
下
②
の
処
を
観
じ
て
、
後
に
水
の
流
れ 
澄 
む
こ
と
を
念
ず
。 
冰 
色
の
す
 
ひ
よ
う
金
は
玉
の
ご
と
く
、 
瑠
璃
は
曜 
け
る 
灯
を 
漸 
す
。
池
鳥
は
希
有
を
宣
べ
、
る
 
り
 
か
が
や
 
と
も
し
び
 
う
る
お
 
け
 
う
楼
風
は
未
曽
③
を
演
ず
。
無
為
に
し
て
す
で
に 
寂 
定
④
、
不
変
に
し
て
か
つ
常
じ
や
く
恒
た
り
。
こ
れ
に
因
っ
て
快
楽
に
逢
い
、
こ
れ
よ
り 
怨
憎 
を
離
る
。
煩
悩
は
ま
え
ん
ぞ
う
さ
に
尽
き
る
べ
く
、 
虚
空
⑤
は
さ
ら
に 
騰 
る
べ
し
。
つ
 
こ
 
の
ぼ
　
①
捴
観
。
捴
は
総
と
通
ず
。「
観
経
」
で
は
総
観
に
作
る
。
十
六
観
中
の
第
六
。
宝
地
・
宝
樹
・
宝
池
お
よ
び
宝
楼
閣
を
観
じ
、
報
土
の
全
体
を
観
じ
終
っ
た
故
に
総
観
想
と
い
う
。
　
②
日
下
。
日
の
照
ら
す
下
。
す
な
わ
ち
天
下
。「
爾
雅
」
の
釈
地
日
下
の
条
の
注
に
「
日
下
は
日
の
出
ず
る
と
こ
ろ
を
い
い
、
そ
の
下
の
国
な
り
」
と
見
え
る
。
極
楽
国
土
の
義
。
次
句
の
水
流
以
下
池
鳥
ま
で
が
宝
池
に
該
当
し
、
楼
風
は
宝
楼
閣
を
表
徴
す
る
。
　
③
未
曽
。
未
曽
有
の
略
。
希
有
と
い
う
に
同
じ
。
　
④
寂
定
。
妄
心
妄
想
を
離
れ
る
こ
と
。
快
楽
。
極
楽
浄
土
に
お
け
る
た
の
し
み
。
　
⑤
虚
空
。
原
本 
処
空 
に
作
る
。
前
句
の
煩
悩
と
対
し
て
処
空
で
は
意
味
が
通
（
註
五
）
じ
が
た
く
、
虚
空
と
す
べ
き
で
あ
る
。
像
観
眼
如
二
四
大
海
一
、 
豪 
①
類
二
五
須
弥
一
。
座
用
レ
花
相
捧
、
行
将
レ
殿
自
随
。
有
レ
マ
マ
形
還
有
レ
応
、
無
レ
動
復
無
為
。
豈
唯
無
上
士
、
方
称
二
正
遍
知
一
。
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一
校
字
。
①
豪
。
応
作
毫
。
但
豪
与
毫
音
通
。
法
身
観
大
仙
唯
寂
然
、
常
住
本
無
レ
年
。
未
レ
能
レ
知
二
処
所
一
、
何
足
レ
弁
二
方
円
一
。
虚
空
唯
是
界
、
実
際
略
無
レ
前
。
方
称
二
滅
尽
望
一
、
呼
作
二
甚
深
禅
一
。
 
像 
観
①
し
よ
う
　
眼
は
四
大
の
海
②
の
ご
と
く
、
毫
③
も
五
須
弥
に
類
す
。
座
す
と
き
は
花
を
用
い
て
相
捧
げ
、
行
く
と
き
は
殿
を 
将 
え
て
自
ら
随
い
た
ま
う
。
形
あ
り 
還 
応
ず
た
ず
さ
 
ま
た
る
あ
り
、
動
な
く
し
て 
復 
無
為
た
り
。
あ
に
た
だ
無
上
の
士
④
の
み
、
ま
さ
に
ま
た
正
遍
知
⑤
し
よ
う
へ
ん
ち
を
称
え
ん
や
。
と
な
　
①
像
観
。
像
想
観
の
こ
と
。
十
六
観
中
第
九
。
　
②
四
大
海
。
須
弥
山
の
四
方
に
あ
る
大
海
。
第
九
真
身
観
に
「
さ
ら
に
無
量
寿
仏
の
身
相
と
光
明
を
観
る
べ
し
。
…
仏
心
の
高
さ
は
六
十
万
億
那
由
他
恒
河
沙
由
旬
な
り
。
眉
間
の
白
毫
は
右
に
旋
り
て
婉
転
し
、［
大
い
さ
］
五
つ
の
須
弥
山
の
ご
と
し
。
仏
眼
は
四
大
海
水
の
ご
と
く
、
青
白
に
し
て
分
明
な
り
」
云
々
と
あ
る
。
四
大
海
は
須
弥
山
を
と
り
ま
く
四
方
の
海
。
　
③
毫
。
原
文
豪
に
作
る
は
誤
り
。
白
毫
を
い
う
。
上
掲
の
白
毫
が
右
旋
し
て
五
須
弥
山
の
ご
と
し
と
あ
り
、
あ
る
い
は
「
無
量
寿
仏
の
眉
間
の
白
毫
は
五
須
弥
山
の
ご
と
く
、
こ
の
相
を
見
る
も
の
は
自
然
に
八
万
四
千
の
相
を
見
る
を
い
う
べ
し
」
と
も
あ
る
。
た
だ
し
豪
は
毫
と
音
通
。
な
お
、
花
と
殿
と
は
華
座
お
よ
び
宝
楼
観
に
お
い
て
観
じ
た
と
こ
ろ
。
　
④
無
上
士
。
仏
の
十
号
の
一
。
無
上
の
士
夫
の
意
。
す
な
わ
ち
釈
迦
如
来
の
こ
と
。
　
⑤
正
遍
知
。
こ
れ
ま
た
釈
迦
の
十
号
の
一
と
し
て
用
い
る
。
も
と
等
正
覚
（Sam
yaks
ain
buddha
   
       
       
）
の
意
訳
と
い
い
一
切
の
諸
仏
が
こ
と
ご
と
く
了
知
し
、
一
切
の
衆
生
を
開
悟
せ
し
め
る
徳
を
た
た
え
た
尊
号
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
釈
迦
と
同
じ
く
、
無
量
寿
仏
も
等
正
覚
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
像
観
の
経
文
に
は
「
諸
仏
の
正
遍
知
海
―
海
の
よ
う
に
広
大
な
さ
と
り
―
は
心
想
よ
り
生
ず
。
こ
の
ゆ
え
に
一
心
に
念
を
か
け
て
、
か
の
仏
を
諦
観
す
べ
し
」
云
々
と
見
え
る
。
法
身
観
①
　
大
仙
②
は
た
だ
寂
然
た
り
、
常
住
③
に
し
て
も
と
年
な
し
。
い
ま
ぞ
よ
く 
処 
る
お
の
所
を
知
る
能
わ
ず
、
何
ぞ
方
円
④
を
弁
ず
る
に
足
ら
ん
や
。
虚
空
は
た
だ
こ
れ
界
な
り
と
い
う
も
、
実
際
は
ほ
ぼ 
前 
な
し
⑤
。
ま
さ
に
滅
尽
⑥
の
望
み
を 
称 
え
、
さ
き
 
と
な
呼
ん
で
甚
深
⑦
の
禅
を 
作 
さ
ん
。
な
　
①
法
身
観
。
仏
真
身
想
観
の
こ
と
。
一
に
真
身
観
と
い
う
。
十
六
観
中
の
第
九
で
阿
弥
陀
仏
の
真
実
色
身
と
そ
の
光
明
を
観
ず
る
観
法
を
さ
す
。
法
身
は
報
身
・
化
身
と
合
せ
て
仏
の
三
身
と
い
い
、
一
般
に
は
真
如
法
性
を
も
ち
、
無
色
無
形
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
十
方
を
あ
ま
ね
く
照
し
、
衆
生
を
済
度
す
る
具
体
の
真
身
で
あ
る
。
　
②
大
仙
。
釈
迦
の
別
号
。
道
を
行
じ
、
長
生
を
求
め
る
人
を
仙
と
い
い
、
仏
は
仙
の
中
で
最
も
尊
い
の
で
大
仙
と
い
う
も
、
こ
こ
に
は
無
量
寿
仏
を
指
す
。
　
③
常
住
。
梵
語N
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の
訳
。
つ
ね
に
存
在
し
て
生
滅
や
変
易
す
る
こ
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三
二
と
の
な
い
義
。
年
無
し
は
無
量
寿
と
い
う
義
。
　
④
方
円
。
か
た
ち
（
形
態
）
ま
た
は
大
き
さ
（
範
囲
）
な
ど
を
い
う
。
大
小
と
い
う
が
ご
と
く
で
あ
る
。「
観
経
」
に
は
無
量
寿
仏
の
身
は
高
さ
六
十
万
億
那
由
他
恒
沙
由
旬
と
あ
り
、
こ
れ
を
容
る
る
浄
土
の
大
き
さ
を
い
う
。
　
⑤
無
前
。
先
の
な
い
こ
と
。
す
な
わ
ち
前
後
の
際
限
の
な
い
境
界
で
あ
る
。
　
⑥
滅
尽
。
滅
尽
定
の
略
。
無
所
有
処
の
染
悪
を
離
れ
た
者
が
入
る
禅
定
を
い
う
。
　
⑦
甚
深
。
法
の
幽
妙
に
し
て
深
さ
き
わ
ま
り
な
い
こ
と
の
形
容
。
［
補
註
］
（
一
）　
原
文
は
「
」
に
作
る
。
（
二
）　
原
文
は
「
」
に
作
る
。
（
三
）　
原
文
は
「
處
（
処
）」
の
異
体
字
「 
」
に
作
る
。
（
四
）　
同
右
。
（
五
）　
同
右
。
〔
二
〇
一
一
・
九
・
二
九
　
受
理
〕 
信　　廣　　友　　江 ３４３
